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保育・育児
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障害や病気を抱える親が 育児で感じる
“ 育てにくさ ” について

乳児を持つ父親の育児情報の活用に関す
る実態調査
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【問題と目的】 
いわゆる“ 育てにくさ ” の要因は，「子どもの要因」「親の要因」「親
子の関係性による要因」「親子をとりまく環境の要因」の 4 つに整
理されている（秋山他 ,2017）。4 要因について支援者の視点で検
討した研究はあるが （渕上 ,2019; 前田 ,2020），子育ての当事者で
ある親自身を対象とした研究はまだない。そこで本研究では，乳
幼児を育てている親に質問紙調査を行った。本報告では，厚生労
働省の「健やか親子２１（第２次）」において，親自身の精神疾患
も子どもに対する育てにくさに影響を及ぼすと指摘されていること
から（秋山 ,2012），親の疾患の有無によって育てにくさの特徴及
びニーズに違いが見られるかを検討する。

【調査方法】
▶対象：0-6 歳児を子育て中または過去に子育て経験のある保護
者 749 名。内訳は，「障害・病気」の項目に「あり」「その他（疑
いあり等）」と回答のあった疾患あり親群 66 名と，疾患なし親群
683 名であった。
▶期間：2022 年 8-9 月
▶方法：東京都内多摩地域にある保育所 ･幼稚園 35 園を利用
する保護者と，Twitter ユーザーの子育て情報に関心ある親に，
Googleフォームによる質問紙を実施。
▶質問：子ども及び親の基本情報，育てにくさの程度等，子ども
の要因（17 問），親の要因・親子関係の要因（14 問），生活環境
の要因（11 問），子育て支援ニーズ（2 問）。
▶分析：カイ二条検定を行い，有意の場合，残差分析も実施。有
意水準は 5％とした。
▶倫理：東京学芸大学研究倫理委員会に研究実施計画書の承認
を受け，遵守。

【結果】
①育てにくさ：親の疾患の有無と育てにくさの程度に有意な関連が
見られた（χ2 =10.89,p =.028）。疾患あり親群で，5 件法の最高
評定「とても感じる」が有意に多かった（p <.01）。
② 4 要因：子どもの要因では 2/17 項目，親・親子関係の要因で
は 7/14 項目，生活環境の要因では 6/11 項目において，疾患あ
り親群の方がストレスや子育てのしにくさを感じる人数が有意に多
かった。
③支援ニーズ：親の疾患の有無と，「支援ニーズの内容」との関連
は見られなかったが，「支援を求める対象」との関連が見られた。
疾患あり親群では，「子育て相談の専門家」や「役所の職員」に
相談する人数が有意に多かった。

【考察】
親の障害や病気は，強い育てにくさにつながり，親，親子関係，
生活環境の要因の幅広い要素に影響を及ぼすことが示唆された。
また親の疾患の有無によって，彼女らが感じる育てにくさの支援に
適した人材や機関が変わることも示唆された。

【目的】
子育てに関する情報を得ることは育児不安を軽減する一方、情報
量が多く正確な情報がわからない等、子育ての不安につながるこ
とも指摘されている。共働き子育て世帯が増加しており、父親の
育児に関する情報源と活用実態を明らかにすることを目的とする。

【方法】
インターネット調査会社にモニタ登録している乳児を持つ父親 500
名を対象とした。調査内容は、属性、育児の情報源、母子健康
手帳の育児情報の通読状況、インターネットによる育児情報の取
得状況と利用頻度とした。研究の実施にあたり、所属大学の研究
倫理委員会の承認を得て実施した。

【結果】
乳児を持つ父親 500 名から回答を得た。平均年齢は 36.3 ±
5.6(21-49) 歳、子どもの数は 1 人 264 名（52.8％）、核家族 457 名

（91.4％）、全員が有職であった。育児の情報源は、インターネット
(Google 等 )347 名 (69.4%)、実母 217 名 (43.4%)、かかりつけ医
197 名 (39.4%)、友人 179 名 (35.8%)、義母 165 名 (33.0%) であっ
た。インターネットによる育児情報の検索頻度は、週 1 回 122 名
(24.4%)、週 2 ～ 3 回 94 名 (18.8%)、月 2 ～ 3 回 89 名 (17.8%) で
あった。インターネットを活用し必要な情報が得られたと回答した
者は、297 名 (59.4％ ) であり、インターネットを活用して取得した
育児情報のうち、「赤ちゃんと過ごす環境」281 名（56.2％）、「子
どもの成長・発達」258 名（51.6％）の 2 項目は半数以上が利用
していた。母子健康手帳に記載されている14 項目の育児情報の
通読状況について「よく読んでいる」から「全く読んでいない」ま
での 4 段階で回答を求めた。「よく読んでいる」と回答した項目は、
予防接種 32 名（6.4％）が最も多く、ついで新生児 29 名（5.8％）
であり、いずれの項目も「よく読んでいる」と回答した者の割合は
10％以下であった。

【結論】
インターネットを主要な手段として必要な育児情報を取得している
が、実母・義母、友人、かかりつけ医等、身近な人からも情報を
取得している実態が分かった。父親において、母子健康手帳の育
児情報は活用されているとは言い難い実態も把握できた。父親が
求める育児情報の内容を具体化することや、育児情報の提供方法
について検討することが課題である。
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